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イノ ー ンの 可能性の向上  
－グローバル・ ッチトップ 業の事 から考察－ 

 
 

 正 ,  正 , 本 アジア 大学） 
 
 

 

 
1.1  

日本の ノ造り 業は, 多様なイノ ー ンを 出

してきたが, 新 工業 の い上 により を

うケースも発生している. これは, 高, コス

ト高, のス ル ーバー等が考えられるが, イノ

ー ンの 用可能性の ネジ ント 足も大きな

要因とされる.  

本 ではグローバル・ ッチトップ 業 , GNT

業）と れる日本の中 ・中 業 が 的

間 のトップグループの を 持する現象に

目する.  

GNT 業の は めて狭い 場分 に を って

いる. しかし, 場の り だけでは 充分であろ

う. その を に たり 持するには 続的なイ

ノ ー ン 生だけでなく, イノ ー ンの 用

可能性に関し, 意 的ないし 意識の工夫があるので

はないか. これを 明するため, の3つの で 理

する.  
は, イノ ー ンの性 である. どのようなタ

イプのイノ ー ンが多いのか.  
はどのような でGNT 業に したのか.  
は, イノ ー ンの 続的 出とその 可能

性の向上対策である. どのような手 でイノ ー

ンを連続的に 生しその 化可能性を高め, 化

につな ているのか.  
上 に関しする 態調査で らかの 通要因を抽出す

ることを研究目的とする. これらの 念が 性をも

て , 中 業だけでなく, 大 業にとっても参考と

なろう.  

 
上 の課題に関し事 を分析・考察するため, にお

いて, まず, 主な用語を定 し, ついで, 分析 を 定

する.  
 

1.2  
(1)GNT とは, 場で 続的にトップグルー

プの ジ ンを める と定 する. また, GNT
業とはGNT を保 する 業と定 する.  

 
(2)イノ ー ンとは, か新しいものを, 業が
最 にうまく 業的に 用することである(1), と定
する.  
 
(3)社会や に与える影響の 合が低く, 的・連
続的な場合をインクリ ンタル・イノ ー ンと定
し, 影響の 合が高く, 的・ 連続的な場合を

ラディカル・イノ ー ンと定 する.  
この定 では, インクリ ンタル・イノ ー ンと
ラディカル・イノ ー ンの 分は である. そ
こで本 では, 者を定 的な基 により 分した
R.Leifer(2000) らの定 を 用する. らはラディ
カル・イノ ー ンを 来にない機能特性を持つ
もの, 知の特性だが, 5 10 上の性能 , 
30 50% 上のコスト 減を したもの(2), と定
した. 来, インクリ ンタル・イノ ー ンの範
で れていた, をラディカル・イノ ー ン

として り でいる. 本 では, 者の, ラディカ
ル・イノ ー ンの定 を .  

 

(4)イノ ー ンの 可能性とは, イノ ー

ンから生まれる 果, とり け を, そのイノ ー

ンを担った の 業が 的 として 得する

業能 を指す(3).  

 
1.3   
研究課題として を 定する.  
(1)どのような種 のイノ ー ンを 生している
のか.  
(2)GNT 業の 源と を明らかにする.  
(3)イノ ー ンの 続的 生とその 果の 可
能性をどのような手 で高めているか.  
 
 
1.4  
本 の研究課題に関し, 行研究を調査し, 未 明の
部分を 態調査に基づき 明する.  
調査対象 業は『全 の ノ り中 業300社2008
年』から 域の 業の9社を した. 社 は事
のアンケートと社 インタ ーを した. 調査

対象 業を に す.  
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 調査対象 業の 要 

社名 主
シ

社 数 会社

イ 成 ドラ
( ）

4 0% 4 7 1905 1934

プレス ー、フ ーマー
の ( 精 ）

70% 122 1911 195 1

シ ント の心 であ
る ニ ー ー

30% 200 1962 1965

コン クト・ エネ
の

100
%

5 1 1920 194 5

大 ルエンジン
シ ン ・ライ ー

60% 300 194 4

J D C ( コン ル ント） 金 コイル無 き り 90% 14 長 1968

ンプ（ラテ クス ン
プ）

90% 14 6 194 9 195 1

ミク エース 70 195 2

ーエ テ ー 精 をコ と る
精

105 1991

 

2  

Tidd らはイノ ー ンの 可能性を 受するた

め, の手 を る Tidd, J. et al., 2001）(4).  

業が 資から を確保する能 は, (a)

的な を 業的に 現可能な の

能 およ , (b)その を 者から る能 , 

の 2 つの要因によって まるとされる. 者がイ

ノ ー ン 生の能 , 者がイノ ー ン

の 化可能性を高める能 である. イノ ー

ンの 化可能性を高める手 として とし

ての手 がある.  
業機  
された 知 

リード・タイ とア ター ー ス 
学  

的資  
の 性 
・  
的で 新的な新  

特 保 の さ 
これらの手 の は ずしも でなく, それ

らの合 せ が 要とされる.  
 
H. Simon (1996)は, “Hidden Champion” の 念 
を した. これは, グローバル 場の ーケッ 
トリー ーに関する大 調査から得られたもの 
で, 本 におけるGNT 業と 同 である.  
かれは, 同じ 念で 調査を行い, 論を め 
H. Simon, 2009）, は だけで 

なく, 特 , 造や のプロセスに まれ 
る, とする. また, 「 同 発」, 「 自の機 工学 

と機 造」, 「 自の研究 発」, 的 」 
等を活用するという. 集 すると, 「 相手にこ 
だ るのでなく, に集中して が を行く」(5) 
とする. また, 情報の 集に関して, 「どの  
れたチャン ンも と することを望 で 
いる」とし, は調査結果として, その 合が69.4%  
であるとした(6).  
 

は, に関し, 高い 場 アの  
に る 持で される『 』」は, が 得 
した『 』の源 性能, デザイン等）に え,  

場が さくて かの 的 給者が参 を す 
る 場を えて するなどの 給者の 場にお 
ける のとりかた ジ ング）, ノウ ウ 
を 業 の で保持するなどの方法による『  

性』の確保という つの要 の 合せがあって
めて 現される」(7)と , また, 性には, 
業 の か,  

(a)日本 ならではと ーザーに せる高い の
確保, (b) 業の「評 」を 持する観 から ンテ 
ンスを トータルとしての 足 を向上

させる の を続けること」(8)が 要としている.  
 

原は「日本 業の の特 として, 中 ） 
イノ ー ンの 用可能性が低い」(9)ことを指 し,  
その な 外として, キャノンのプリンターの事  
を り上 , アーキテクチャーの な を通じ 
て, 消費者 ー に合 した 発を 行」(10)し 
て, イノ ー ンの 用可能性を高めていると指  
する.  
 
 
3  
 
3.1  
 
GNT 業のイノ ー ンの特性を るため, イノ
ー ンの種 を く した分析 を け, その中
での けをおこなう.  
そのために, まず, 本 で り上 るイノ ー ン
の性 づけを行う. このため, できるだけ いイノ
ー ンの可能性の を 定し, その中での特 を
める. イノ ー ンを めて 系的に理論化した
ン ーター(Shumpeter, J. F.)の 5 つの新結合

(11)とイノ ー ンの機会を分 した, ドラッカー
(P. F. Drucker)の 7つの機会 (12)の 合 せが
と考える. 5 つの新結合 はイノ ー ンの 態を
し, 7 つの機会 はイノ ー ンの機会であり, 

それぞれ の事象であり, 35 のセルが される. 
これを ン ーター・ドラッカー・ トリクス
, S-D トリック）と う. S-D トリックは い
イノ ー ンの可能性 間 を している. 2
はドラッカーの7つの機会から事 を1ずつ り出し, 

ン ーターの 5 つの分 で, 者の で 仕分
けしたものである.  
もともと, ン ーターのイノ ー ンは「 造 
的 」(13)を 定しているが, 本 においては「5つの 
新結合」の 念の を 用する.  
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 イノ ー ンに関する ン ーター・ド

ラッカー・ トリクス 

5

7

(事 )

新
の 出

新生
の

新
場の の新

源の

新組織
の実現

１ せ
との生起

２ ギ プの

３ ニー の

４ の
化

５ 人 の
化

JP

識の 化

新しい知識の
出現

 
 
出 ・ 『イノ ー ン・ ネジ ント』2011年, p.13

を参考に 者 . 原 は ン ーター, ・中山・ , 『

発展の理論 業者 ・資本・ 用・ 子およ 景 の に関する

一研究(上)』1977年, p.183およ ドラッカー, 上田 , 『イノ ー

ンと 業 精 上）』, 2007年, pp.54 191） 
 
 
3.2 GNT   
 
GNT 業の 源と は多種多様とされる. これを

理する1つの として 3の「GNT の 化

」を 定する.  
GNT 業には3つの 源が 定できる.  

ーン・グローバル・カンパ ー(Born Global 
Company:BGC)(14)  

業 から特 ・特 を 造・ .  
業 は 用 から 始し, 特 ・特 を て

GNT 業に .  
 
 

・

G N T

 
 
 
 
 
 

3 において, イノ ー ンが 生されるのは, 
用 から特 ・特 の と特 ・特

からGNT の が 定できる. イノ ー ン
の種 は, それぞれの でインクリ ンタル・イノ
ー ン, ラディカル・イノ ー ンの 方の可

能性がある.  
 
 
4  
 
4.1  
  

まず, 本書で り上 た 社の の属性を確認した  
に すように 社はす て資本 の生 ・

工・ を主要事業としており, 消費 を対象とする

業はない  また, 社ともに 自の ・ があり, 
計・ 発能 を する「 発 」 業である   

 
 

資

,
,

J D C ,
ーエ テ ー

の
ブシステ

, ,
,

（ ） ミク エース

 
 

 

4.2 GNT  

 

本 の事 社中, 業は 社ある  そのう セ

ル 用 を とするのは 社で, 特 ・特 を

とするのは 社と 々となった   
また ーン・グローバル・カンパ ー）に

する事 もなかった   
り1社は, 用 を とし, 現 , 特 ・特

の にある「 業」と見 される   
 
 
4.3 S-D

 

 

社の最も重要なイノ ー ンをS-D トリクスで

分 し, , で す   
ドラッカーは「7 つのイノ ー ンの機会は, 然

と分かれているのではなく, いに重 する」(15)と

ており, 本ケースの分 では, その最も い 機会

を つ でいる.  

3 GNT の 化  

 社主要 の性  

用 他社 と て機能・性能に大 がない   

特 ・特 機能, 用 , などを 定した でGNT の原 ・

  

GNT 特定分 の 場でトップグループを める   
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GNT 特定分 の 場でトップグループを める   
 

 社のイノ ー ンの分  

名 イ ベーションの名 S - D マト クスでの位

ラテ クス・ ンプ の ×新

金 無 き り の ×新

ミク エース 自 め き の ×新生

全自 化 イ 成 ドラ の ×新

フ ン ーレス・トランスフ ーマー
に よる ネジ

の ×新

スク の ×新

ーエ テイ 回 新しい知識×新

シ ル の ×新

ー イ・ライ ー( ー
ルエンジン長 無 放達成）

の ×新

 

 

１ せ との生起

２ ギ プの 1社 1社

３ ニー の 6社 1社 7社

４ の 化

５ 人 の 化

識の 化

新しい知識の出現 1社 1社

8 社 1社 9社

ドラ ー

イ ベーションの
つの 会

シュン ー ー
イ ベーション

5 つの新 合

新

出

新
生 新

場

新

源

新
組
織

実
現

 
において, の ン ーターの5つの新結

合では 新 の 発 が最も多く, 8社ある.  

また, のドラッカーのイノ ー ンの つの機

会では「 － の 」が最多の8社となった. 者

の 合 せでは, 「 ー の 新 」は7社

である.  

もともと, ドラッカーは 71 のイノ ー ンの事

を7つの機会に分 して している(16). そこで, 最

も多いタイプは が, リスクがもっとも高いとした

「新しい知識の出現」で22 ある. 一方, 「 － の

」は5 に まり最少であり, 他の5つの機会は

等に分 している.  

本書の事 は ー の に集中しており, ドラッ

カーの 7 の事 が 等的に分 するのとは の 向

にある. これは, ドラッカーの事 は ー スを

多様な 業の事 を り上 る一方, 本書の事 が少

ないことと, 資本 の ノ造り 業に集中しているこ

とにあろう.  

 

9 社の事 におけるイノ ー ンの特 の 1 は, 

ー を明確に り でいることである. 社は

り だ 場において, 最も重要と する課題を特

定し, それを研究 発目 とし, これに対する ルー

ンを 発・ するという, 的なイノ ー

ン をとっている. しかしながら, これは通 , 

に 用される であり, 題はどのようにして

ー を特定しているかであり, これが の考察で

の イン・テー となる.  
 

「 ー の 新 」の事 に 工機があ 

る. 1950年代 , 大 用ディー ルエンジン 

に低 重 が 用され, リン ー・ライ の異 

が発生し, ・造 業 の最重要課題の 

一つとなった. 同社はその明確かつ重要課題に関 

し, 時日本で していた大 の60 を  

調査し, 題を特定した上で, 「ターカロイ・ 

リン ・ライ 」を 発, した. その結果,  

その トルネックを 消し, ターカロイ・ライ  

は の主流となった. ターカロイ は自 

動 向けに日本 ストリング社が 発したもので,  

同社はこの を大 ライ 発のために し 

た.  

 

「 － の 新生 方法の 発」の事 は,  

クロエースの「全自動 ッキ 」である. この

は, 来, 高い ー がありながら 現されていな

かった, の なトレー リティと バ

レル法では 可能とされた高機能めっき 理, の2つ

を可能とした の を 現した. その , 

機業 での基本 である「 ールセー 」の考え

方も している.  

 

ーエ ティーは「新しい知識の出現 新 」の事

であり, 大学発の新しい知識を 的に活用してい

る. 同社は, 大学や研究機関等で 生される新しい知

識が, 10年 には 業 で 用化される 向を「発見」

し, それら機関で 生された ー を し, に

の ー と ッチングさせ, 精 合

工機 や プロジ ク ン描画 として 業化

に している.  
 
社が重 する「 ー 」には 2 つの種 がある  
は は感じているがまだだれも 給していない, 
的な ー 17であり, は 自 もまだ意

識していない, 未知の ー 」18である   

  
 

 社のイノ ー ンの    
S-D トリクスでの分 と集計 
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これを するイノ ー ン 出の手 は, 本書の

事 では 2 つのタイプが観察された  は, 自社で

の研究 発であり, は自社での研究 発の過 で, 
他社 を 合 せる「 ープンイノ ー ン」

である ）   
 
 
 
 イノ ー ン 出の手  

 
自社 発 

自社 他社 との

合 せ 
 ープンイノ ー

ン） 
 

ー の

種  
ー  

4社 

 

4社 

 

未知の

ー  
1社  

 

 

4.4  

 

本書のGNT 業 社のイノ ー ンの 可能性

を高める仕 は2つのタイプが観察された.  
 

 
特 で自社 を りながら, ー を りし 
て ーク を ・高 化して参 を高くす 
るする. または, 新たなに する. これはイノ ー 

ン 生 に 可能性を高めるタイプである.  
その 的手 は多様性がある。 
(a)特 の に上 機種を 発し, 参

を高く 持する;1社 

(b)多様な 業の － を 自の で し, 

を ーク の新 で代 する;1社 

(c) り だ 場において新 を 続的に 発し, 

高 価 化と知的 理で参 を高く 持す

る  また, 自社ノウ ウの結集した 造 は内 化 
する か、生 の流出を ためコア部 の 造

は 内の自社工場の で行い 外 生 に る; 

1社. 

  
 

との な関 構築により ー 情報の を重 
するグループで特 は 性である  このタイ 

プはイノ ー ン 生 の で、できるだけ、情 
報を , し, 合を するタイプで, 社の 
自性がある   

 

(a) の が 的 定的なグループ            

との な関 構築で の 的 ー を  

しながら, リ ー ンを する. 新 , 新  

に関する特 は 的であり, 業機 を重  

する;2社  

(b) の が 的多 のグループ 3社  
多様な からの要 に対 する 代の新 を

する  通 , 他社で対 な「 題」が －
9として持 まれる  の 自 が, 高い参

となる   
 
上 のタイプ に 通するのは, 「 相手に, を

与えず, いつも いかける状 に い め , 結果的

に 定的な 性を確保できる」19 である. これ

は, Tidd, J. et al.の「イノ ー ンの 可能を

高める仕 」の 的で 新的な新 に

する. しかし, それ 上に重要なのは, 意 的ないし

意識に, ー 情報の流れ を自社向けに し, 
合他社には, できるだけ流れないようにしている

である   
 
4.5 GNT  

 

GNT 業 社は, 業に もイノ ー

ンを 続的に 出することが 通的に観察される. 
社の ー のアクセス方法やそれに対する

リ ー ン の方法は のように多様である.  
 

(1)特化している 場で, より 価 の高い新

を 続的に 出する(2社) 

(2) から持 まれる 理・ 題 の 的 ー

に対し, ず リ ー ンを する ない

発を 続する 3社）.  

(3) の 会 に定 的に参 し, 代 ー

を し, 続的に リ ー ンを し, の

を しつつ, との 化 の関 を構

築・ 持する 1社）.  

(4) も がつかない未知の ー を り出し, そ

の ー を 化し, を かす を行う

社）.  

(5)多様な 業の な ー を 集し, 他 業

で した をも ントとして, 新 を 発する

1社）.  

 
社に 通しているのは, ー を 続的 に自

社に り 自の工夫をしている である. これが, 
続的なイノ ー ン 出の重要な要因となってい

る.  

 ー の種 とイノ ー ン 出手  
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これを するイノ ー ン 出の手 は, 本書の

事 では 2 つのタイプが観察された  は, 自社で

の研究 発であり, は自社での研究 発の過 で, 
他社 を 合 せる「 ープンイノ ー ン」
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る  また, 自社ノウ ウの結集した 造 は内 化 
する か、生 の流出を ためコア部 の 造

は 内の自社工場の で行い 外 生 に る; 

1社. 

  
 

との な関 構築により ー 情報の を重 
するグループで特 は 性である  このタイ 

プはイノ ー ン 生 の で、できるだけ、情 
報を , し, 合を するタイプで, 社の 
自性がある   

 

(a) の が 的 定的なグループ            

との な関 構築で の 的 ー を  

しながら, リ ー ンを する. 新 , 新  

に関する特 は 的であり, 業機 を重  

する;2社  

(b) の が 的多 のグループ 3社  
多様な からの要 に対 する 代の新 を

する  通 , 他社で対 な「 題」が －
9として持 まれる  の 自 が, 高い参

となる   
 
上 のタイプ に 通するのは, 「 相手に, を

与えず, いつも いかける状 に い め , 結果的

に 定的な 性を確保できる」19 である. これ

は, Tidd, J. et al.の「イノ ー ンの 可能を

高める仕 」の 的で 新的な新 に

する. しかし, それ 上に重要なのは, 意 的ないし

意識に, ー 情報の流れ を自社向けに し, 
合他社には, できるだけ流れないようにしている

である   
 
4.5 GNT  

 

GNT 業 社は, 業に もイノ ー

ンを 続的に 出することが 通的に観察される. 
社の ー のアクセス方法やそれに対する

リ ー ン の方法は のように多様である.  
 

(1)特化している 場で, より 価 の高い新

を 続的に 出する(2社) 

(2) から持 まれる 理・ 題 の 的 ー

に対し, ず リ ー ンを する ない

発を 続する 3社）.  

(3) の 会 に定 的に参 し, 代 ー

を し, 続的に リ ー ンを し, の

を しつつ, との 化 の関 を構

築・ 持する 1社）.  

(4) も がつかない未知の ー を り出し, そ

の ー を 化し, を かす を行う

社）.  

(5)多様な 業の な ー を 集し, 他 業

で した をも ントとして, 新 を 発する

1社）.  

 
社に 通しているのは, ー を 続的 に自

社に り 自の工夫をしている である. これが, 
続的なイノ ー ン 出の重要な要因となってい

る.  

 ー の種 とイノ ー ン 出手  

ついで, その ー を新 のコンセプトに する

構 を 社が している.  
え , A社では社 自らが未知の ー を感知し, 

発担 者が理 できる に「 」 の生 性

向上, レーターの ス 等）する. ここから

コンセプトを多 出し, 評価・ していく「新

発プロセス」を 行化している.  
つまり, ー 情報の感知 構 コンセプト

プレ ーケテイング） 発 造

において, ー 情報の感知 と が さ

れ, 受 と発 が 果的にバランスしている.  
これは, 工機の主要 の 会 の定 的な

参 による ー 集と リ ー ン でも同様

である.  
さらに, B社, C社における「 題 」の方 で受

を高め, これを との特 の 同 発に仕 てた

り, 代 で発 したりしていく手法でも観察

される.  
つまり, GNT 業は 分 における高い 性や

との な関 を最大 に活用して, 続的なイノ

ー ン 出を通じて, GNT 業の を一 め

るという 環を している   
 
 
 
5  
 

の研究課題に対する結論は である。 
(1)本 での り上 たGNT 業のイノ ー ンは
ー の 新 が大 であった。 

 
(2)GNT 業に る は、 用 と特 ・特

が 々であった。 
 
(3)GNT 業は とた その を 得すると ー
情報を することで 合を ロックし, 新 参 を
し, 続的にその を 持できる仕 をそれぞ

れが 発していることが観察された. ー 情
報の流れ を自社向けに し, 結果的に参 を
つくる事 は 目に する   
さらに, 業はその を活用することで, 
ー の受 と 自社 の発 をバランスよ

く高めており, イノ ー ンを 続的に 出する

環を り出している  さらに, との 化 の

レ ルに する 業も見られた   
これらが 業の を持続化する大きな要因の

一つとなっている   
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